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新しい年が始まり、あっという間に１ヶ月が過ぎましたが、いかがお過ごしでしょうか？ 
 今回は口から食事をとれない方や食べてもむせ込んで肺炎などをおこしやすい方に直接胃

に栄養を入れる方法である「胃瘻（いろう）」についての情報をお届けします。 
 重症心身障害の方にも広く行われている方法で、栄養が十分に摂れる事により健康状態が

大きく改善される方もいます。 
 執筆は東部療育センターにも非常勤で勤務されている土岐医師です。 
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    胃瘻とその管理 
 
        昭和大学医学部 外科学講座 小児外科学部門 
                             土岐 彰 
 

胃瘻は「おなかにつくる小さな口」と表現されます。内視鏡の挿入が可能な場合は、PEG
（Percutaneous Endoscopic Gastrostomy：経皮内視鏡的胃瘻造設術）を行いますが、以下

の理由で不可能な場合は開腹による胃瘻造設術を行います。1) 食道、胃噴門部の狭窄のため

内視鏡挿入が不可能な場合 2) 大量の腹水貯留がある場合 3) 極度の肥満や著明な肝腫大

がある場合 4) 高度の出血傾向がある場合などです。今回はその胃瘻での局所トラブルと対

処法について述べてみたいと思います。 
１．不良肉芽： 

胃瘻周辺に粘膜様の組織が増殖した状態で、黄色の粘液が付着し、接触により容易に出血

しますが、痛みは通常伴いません。 
原因は、1) 胃瘻孔周囲の不潔や糸などの異物による炎症 2) 胃瘻チューブやボタンによ

る機械的刺激 3) チューブサイズの不適正などです。 
対処法は、不良肉芽が大きくなり、出血などがある場合は、硝酸銀液による焼灼や結紮（け

っさつ）などで外科的に切除する方法があります。多くの場合は、カテーテルがきつく固定

されており、ボタン型ではサイズの長いものと交換したり、チューブ型ではストッパーを少

し緩めることで解決されます。また、カテーテルの固定や向きを工夫して、なるべく皮膚が

こすれないようにすることも重要です。 



２．皮膚ビラン： 
胃瘻周囲の皮膚が赤く爛れた状態で、痛みを伴います。 
原因は、1) 消化液の漏れ 2) 消毒による皮膚への刺激 3) カビや細菌による感染などで

す。 
対処法は、皮膚のビラン部を水道水で洗い流し、清潔な乾いたタオルなどでやさしく水気

を拭取ります。消毒液はむしろ有害です。皮膚保護パウダーを用いることもありますが、原

因の除去につとめるべきです。 
３．チューブ脇からの胃液漏れ： 

ビランの一番の原因はこの漏れで、1) 胃瘻孔の開大 2)胃内圧の上昇 3) 全身状態低下 

4) 胃蠕動（いぜんどう）低下 5) 過度の投与速度 6) 逆流防止弁や接続口の不具合などが

その原因となります。 
対処法は、投与前に体位、投与速度、胃内容の確認をし、胃内に前回の栄養剤が残ってい

る場合は、少し時間をおいてから投与します。胃内ガスが多い場合はすぐに投与せず、カテ

ーテルによる減圧を行います。さらに全身状態の低下やチューブの不具合がないかを確認し

ます。胃内圧が常に高い場合は、胃瘻から空腸瘻への変更も考慮します。また、栄養剤の固

形化も効果があります。 
４．潰瘍： 

ビランよりもさらに深い層まで皮膚が欠損した状態です。激しい痛みを伴います。 
原因は、圧迫による刺激が主なもので、以下のような状態が続くと血流が悪くなり潰瘍を

形成します。1) 瘻孔周囲の炎症 2) 外部ストッパーと体表の間に余裕がない 3) 外部スト

ッパーが常に同じ位置で固定されている 4) チューブの重みで一定方向に圧力がかかるこ

となどです。 
対処法は、チューブを軽く引き上げた時にストッパーが体表から 1～1.5cm 程度の隙間が

できるように調節あるいはサイズの交換をします。また、体表から出るチューブが垂直状態

を保てるようにスポンジやロールガーゼで支えるなど工夫します。潰瘍ができた場合は、皮

膚保護剤を使うこともあります。 
 
日常診療でたびたび経験し、対処に苦慮している胃瘻の局所トラブルに対し、本章をミニ

知識として活用して頂ければ幸いです。 
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今回のメールマガジンいかがでしたか？胃瘻のスキントラブルで困られている方にとって

は参考になる内容だったかと思います。 
 
 ２００８年１２月に東部療育センターの入所、通所でクリスマス会が行われました。クリ

スマス会の写真を当センターのホームページの写真館から楽しそうな様子がご覧になれます。 
 
http://www.tobu-ryoiku.jp/photo/photo_event.html 
 



 メールマガジンの感想や取り上げてほしいテーマ等ありましたら、下記の問い合わせ先に

ご意見をお寄せ下さい。 
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◆ このメールは msw_trc@mtrc.jp のアドレスより配信しております。 
◆ 送信アドレスは配信専用です。お問合せやお手続きは下記よりお願いします。 
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